
●研修参加の際は、 必ず映像はオンの状態で

　　願います。（休憩中はオフでも大丈夫です。）

●グループワークもあります。

●申し込みの時の名前で参加ください。

●研修参加の際は、 こちらが指示するまでマイクはミュー

　　トでの参加でお願いします。

●ＺＯＯＭに入室できない等でお困りの時は　八尾市人　

　　権協会　072-924-9853 にお電話ください。

●ＺＯＯＭに入室できた後はなるべく、 ホスト (事務局)　

　 あてチャット機能をお使いください。

オンライン参加のみなさんへ

ネット社会の部落問題学習を考える
　森実さん

（じんけん楽習塾・大阪教育大学名誉教授）

●差別を助長される書きこみは部落差別だけでなく、

それぞれの課題に対してたくさんありますが、 なぜ書く

のか、 読んでいるだけでしんどくなるから読まないこと

が多くありますが、 それだけでは知らないままで現実を

知らないことが、 差別はなくなったと言わせる要因にも

なるかと思いました。 実際にはある差別を見ない、 見

えない、 ふたをしていることは、 その行為自体も差別

の助長になるのではないかと思い到りました。

●ネット社会の現状をみなさんと一緒に考えることがで

きて有意義な時間でした。 ありがとうございました。

●知っているようで知らない事もある、 常にアップデー

トしていかないといけないと思った。 私はネットアクショ

ンできないので、 具体的どうやったらいいのか学べる

場 （話す場） があったら…と思いました。 自分でも調

べます。 あきらめない！！

●グループ交流できると、たくさんの気づきあるな、やっ

ぱりいいな～と思いました。 （緊張もしますが……。）

いろいろな人の想いや活動をきいて、 私もがんばろうと

みんなのふりかえり　1 回目 5 / 17

　今年度のじんけん楽習塾が５月18日からはじまりまし

た。 計 6 回の学びを通して、 人権を他人ごとから自

分ごとへ考えていきたいと思います。

　恒例の （３年ぶりですが） じんけん楽習塾のルール

作りからスタートしました。 ３， ４人のグループに分か

れてさまざまな意見を交換しました。 新しい気づきもあ

り、 有意義な時間を過ごせたかと思います。

　5月 31 日のじんけん楽習塾は「インター

ネットと人権侵害」がテーマです。講師

は辻大介さん（大阪大学大学院人間科学

研究科教授）です。

●研修参加の際は、 なるべく映像はオンの状態で

　　願います。 （休憩中はオフでも大丈夫です。）

●研修参加の際は、 こちらが指示するまでマイクは

　　ミュートでの参加でお願いします。

●ＺＯＯＭに入室できない等でお困りの時は

　　八尾市人権協会　072-924-9853 に

　　お電話ください。

●ＺＯＯＭに入室できた後はなるべく、ホスト(事務局)

　　 あてチャット機能をお使いください。
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改めて思いました。

アナログ人間（？）ですが、最新の情報はしっかりキャッ

チしていかないといけないなと思います。

●今回、 「ネット社会の部落問題学習を考える」 とい

うことで、 たくさんの意見交換できましたが、 自分自

身がネット社会についていけてない人間なので、 すごく

ためになったと思います。

●自分がはじめて知った情報がたくさんありました。 あ

んしんできる場で対話を深めて話せる場、 大切だと思

いました。 声を上げていきたいと思います。 知らずに

広がってるこわさも知りました。 あんしんな社会にひと

つぶから。 希望をもって！

●初めて知ったことも沢山ありました。 私達にできるこ

とがある！と思えました。 ありがとうございました。 話せ

る仲間がいることがとてもうれしいし心強いです。

●久しぶりに参加しました。 もう少し参加者が多いと良

いのにと思いました。

★OYAOYA川柳

　　久しぶり　人権まなぶ　顔多し　（かっしゃん）

連絡

　毎回ふりかえり用紙をくばります。 オンラインの場合は

ファイルを送ります。 後でメールファックスでもいいので

送ってください。 お願いします。 通信に反映させたいと

思います。 （公開だめなものはオープンにしません）

　写真を撮影しますが、ＯＹＡＯＹＡ通信、 八尾市人権協

会のホームページなどで使用する場合があります。 な

るべく個人が特定しにくいものをと考えていますが、 困

るという方は事務局に申しつけください。

●いろんな立場の人と意見交換 ・情報交換できてよ

かったです。

●“無力感は最初の敵” は何事にも通じるメッセージ

だと思います。 仲間がいるからできることがある、 発

信できることを心強く思いました。 考える、 発信する、

つながるが変化になるよう、 今年度も学びたいです。

●部落差別はもちろんのこと、 いろんな人権課題に対

して、無理解、偏見、悪質な意見を書き込んでいるネッ

ト上のコメント等、 見ようとしなくても本当に、 いっぱい

見かけます。 そのたびに怒りや悲しみを感じていたこと

から、 今日のワークでは、 発信者の特定や厳罰化、

システム上書き込めないような対応が必要では、 とか、

なんでそれを拡散するんだろうという思いが真っ先にあ

りました。 でも、 「差別情報の発信者との対話」 とい

う意見を聞いて、 そうか、 差別するほうも社会にある

差別の被害者で、 そこにはその人の背景があって、 対

話することで、 差別から解放される人もいるかもしれな

いと思いました。

　そして、 背景があるからと言って許されることではな

いからこそ、 「わたしたちにできること」 を続けていく

必要があって、 今日の自分の気づきや、 「無力感は最

初の敵」 「あきらめない」 という言葉や思いを、 今後、

何度でも思い出し、 力にしていきたいと思いました。

考えて…

まとめて

発表し
ました！


